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　つくば市の東，旧新治村（現土浦市）をはさんでやや北に位置する旧千代田町（現
かすみがうら市）の北部に，志筑（しづく）という集落があります．鎌倉時代に遡
る志筑城址の北側には田園地帯が広がり，西に筑波山の男体女体雙峰を望むことが
できます．ここに「志筑の田井」と呼ばれる井戸があり，古く『万葉集』巻第九（1757歌）
に「師付の田居」として詠まれ，その反歌（1758 歌）にも
　「筑波嶺の　裾廻（すそみ）の田井に　秋田刈る　妹がり遣らむ　黄葉手折らな」
と引かれています．収穫を終えた晩秋の筑波野に，時を超えて映える歌だと言えま
しょう．
　執筆者，査読者の先生方，そのほか実務に携わってくださった方々に感謝申し上
げます．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（秋山　　学）
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